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長
雨
が
続
き
本
格
的
な
秋
の
訪
れ
が

待
た
れ
て
い
た
十
月
十
五
日

・
十
六
日

の
両
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
下
市
田
区
の

「
萩

の
郷
文
化
祭
り
」
、
「
消
防
ふ
れ
あ

い
広
場
」
、
「
萩

の
郷
ふ
れ
あ
い
広
場
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
五
日
は
午
後
か
ら

「
消
防
ふ
れ
あ

い
広
場
」
が
行
わ
れ
、
第

一
分
団
の
皆

様
よ
り
子
ど
も
さ
ん
達
に
貴
重
な
消
防

体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

館
内
で
は
区
民
の
皆
様
の
作
品
展
示
、

来
年
か
ら
始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

『
お
ん
な
城
主
直
虎
』
に
ま

つ
わ
る
資

料
の
展
示
、
屋
外
で
は
盆
栽

・
菊
の
展

示
が
あ
り
大
勢
の
皆
様
に
ご
覧
頂
き
ま

し
た
。
翌
十
六
日
は
七
十
五
歳
以
上
の
皆
様
、

百
五
名
を
お
招
き
し
て

「
萩
の
郷
ふ
れ

あ
い
広
場
」
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
入
り
し
た
皆
様
は
抹
茶
の
接
待

を
受
け
、
午
前
中
は
昨
年
秋
、
御
柱
の

山
出
し
か
ら
始
ま

っ
た

一
連
の

『
式
年

御
柱
祭
』
の
ビ
デ
オ
上
映
を
行
い
、
皆

様
、
真
剣
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
下
市
田
区
内
に
お
住
ま
い

の
喜
寿

・
米
寿

・
卒
寿
以
上
の
皆
様
百

五
十
七
名
に
下
井
区
長
よ
り
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
を
と
り
ご
歓
談
後
は
ス
テ
ー
ジ

発
表
で
吹
奏
楽

・
篠
笛

・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

踊
り
を
楽
し
み
、
最
後
に
参
加
者
全
員

で

『
信
濃
の
国
』
の
大
合
唱
を
し
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

下
井
美
紀
男

れ
ま
し
た
。
あ
く
ま

で
も
申
請
と
い
う
段

階
で
、
今
後
は
地
元

や
地
権
者
の
皆
さ
ん
と
の
協

議
が
な
さ
れ
て
い
く
も
の
と

承
知
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
木
遣
り
劇
吠
保
存
会

に
つ
い
て
、
今
年
は
式
年
御

柱
祭
が
区
民
の
皆
様

一
体
と

な

っ
て
元
気
に
躍
動
に
満
ち

た
お
祭
り
を
演
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
区
で

は
御
柱
祭
の
大
切
な
演
出
役

で
も
あ
る
木
遣
り
唄
と
劇
吠

の
共
演
を
郷
土
芸
能
と
し
て

尊
び
、
地
域
と
区
民
の
活
力

に
つ
な
が
る
区
民
祭
と
し
て

高
揚
せ
じ
め
る
た
め
、
獅
子

舞
芸
能
保
存
と
と
も
に
保
存

会
に
位
置
付
け
、
通
年
で
練

習
な
ど
と
会
員
募
集
も
含
め

て
活
動
を
し
て
発
表
会
も
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
萩
の

郷
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
詞
も
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
話
題
で
す
が
、
平

安
か
ら
中
世
後
期
ま
で
五
百

年
を
市
田
郷
を
支
配
し
た
郷

土
の
祖
、
松
岡
氏
と
遠
江
の

井
伊
家
と
の
縁
が
大
河
ド
ラ

マ
に
な
り

「
松
岡
城
址
秋
を

観
る
会
」
に
是
非
参
加
し
て

郷
土
の
歴
史
に
親
じ
む
が
良

い
で
し
ょ
う
。

今
年
も
い
く

つ
も
の
台
風

が
到
来
し
各
地
に
豪
雨
災
害

が
あ
り
ま
し
た
。
春
に
は
熊

本
の
地
震
、

こ
の
秋
は
北
の

大
地
、
北
海
道
で
大
水
害
で

し
た
。
こ
う
し
た
自
然
災
害

の
た
び
に
被
災
地

へ
の
思
い

と
と
も
に
防
災
に
つ
い
て
自

ら
を
確
か
め
あ
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
新
し
い
情
勢
で
土

地
利
用
計
画
に
お
い
て
下
市

田
河
原
に
、
工
業
用
地
と
し

て
の
動
き
が
あ
り
こ
の
ほ
ど

町
か
ら
の
構
想
と
し
て
、
多

様
な
産
業

の
誘
致
と
い
う
こ

と
、
ま
た
リ

ニ
ア
の
ガ
イ
ド

ウ

エ
ー
の
製
作
工
場
や
置
き

場
用
地
の
照
会
が
あ
り
県

へ

候
補
地
と
し
て
報
告
が
な
さ

位 置 図

中
間
決
算
監
査
報
告

監
査
委
員
長
　
い
い
轟
側
　
　
一

十
月
二
十
日
午
後
三
時
よ

り
、
下
市
田
区

・
公
民
館
下

市
田
支
館

・
萩
山
神
社
の
平

成
二
十
八
年
度
中
間
決
算
の

監
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

下
市
田
区
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計

・
特
別
会
計
の
中

間
決
算
報
告
書
に
基
づ
き
予

算
の
執
行
状
況
、
収
支
の
状

況
お
よ
び
正
確
性
に
つ
い
て

監
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

精
査
の
結
果
、
適
正
で
あ
る

事
を
認
め
ま
し
た
。

下
市
田
支
館
の
決
算
に
つ

い
て
も
、
中
間
決
算
報
告
書

に
基
づ
き
監
査
を
実
施
、
適

正
で
あ
る
事
を
認
め
ま
し
た
。

萩
山
神
社
の
決
算
に
つ
い

て
は
監
査
の
結
果
、　
一
般
会

計

・
特
別
会
計
と
も
適
正
で

あ
る
事
を
認
め
ま
し
た
。

以
上
の
通
り
報
告
致
し
ま

す
。

【収入の部】

平成28年度下市田区一般会計 中間決算報告書
(自 平成 28年 4月 1日 ～至 平成 28年 9月 30日 )

決算収入額 22,539,887円 決算支出額 13,053,666円 差引残高 9,486,221円

【支出の部】 △印減 (単位 円)

平成28年度 公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 平成28年 4月 1日 ～至平成28年 9月 30日 )

決算収入額 2,414,720円 決算支出額 1,436,592円  差引残高 978,128円
【支出の部】

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

地元負担金

消防義務金

諸 収 入 金

繰  入  金

前期繰越金

区

財 産 収 入

155,250

1,500,000

1,810,000

7,632,890

112,000

1,340,000

177,656

1,000,615

7,632,890

7,633,430

3,770,145

873,151

43,250

160,000

1,632,344

215

0

∠:ゝ  8,096,570

△  3,484,855

206,849

収 入 合計 36,163,540 22,539,887 ∠:ゝ 13,623,653

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総  務  費
環境衛生 費

2,490,000

3,000,000

6,170,140

14,850,000

1,007,000

760,000

1,784,000

6,102,400

0

1,500,000

383,804

1,858,471

103,650

699,541

5,600,398

2,066,028

841,774

△  4,036,372

△  1,648,226

△  1,500,000

△  5,786,336

1,858,471

9,249

△  1,084

支 出合計 36,163,540 13,053,666 ∠:ゝ 23,109,874

科  目 予 算 額 決 算 額 増  減
繰 越 金
繰 入
補 助
雑 収 入

526,312

3,000,000

520,000

1,000

526,312

1,500,000

382,400

6,008

△  1,500,000

△ 137,600

5,008

収 入 合 計 4,047,312 2,414,720 △ 1,632,592

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

広 報  費
予 備  費

2,180,000

1,820,000

11,000

36,312

663,184

773,408

0

△ 1,516,816

△ 1,046,592

△    11,000

△    36,312

支 出合 計 4,047,312 1,436,592 △ 2,610,720

△印減 (単位 円)【収入の部】
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一
区
軽
ス
ポ
ー
ツ
と

交

流

会

木
下
分
館
長
（
一区
）

一
区
で
は
、
隔
年
お
き
に

常
会
ご
と
の
芸
能
発
表
会
を

開
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

よ
り
趣
向
を
変
え
て
前
半
を

ス
ポ
ー
ツ
、
後
半
は

一
区
民

の
交
流
会
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
親
水
公
園
に
て
の
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
六
十
三
名
、

交
流
会
は
約
百
六
十
名
の
参

加
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
地
元
の
物
を
使

っ
て

交
流
会
と
い
う
こ
と
で
、
有

志
婦
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
お

酒
の
肴
を
手
造
り
し
て
い
た

だ
き
大
変
好
評
で
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
軽
ス
ポ
ー
ツ

・

交
流
会
に
参
加
協
力
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

口■

下
市
田
二
区
納
涼
祭

一

滝

分
館

長
（二
区
）
一

平
成
二
十
八
年
七
月
九
日

０
に
「
下
市
田
二
区
納
涼
祭
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

公
私
と
も
に
お
忙
し
い
中
、

熊
谷
町
長

・
下
井
区
長

・
大

洞
公
民
館
長

・
北
沢
副
支
館

長
に
来
賓
と
し
て
ご
列
席

い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
紅
華
」
の
太
鼓
演
奏
、
「
プ

チ
エ
ン
ジ

ェ
ル
」
の
ダ
ン
ス
、

「
明
星
会
」
と
子
ど
も
た
ち

の
踊
り
、
「
高
森

ニ
ュ
ー
サ

ウ
ン
ズ
」
の
演
奏
、
育
成
会

に
よ
る
花
火
大
会
な
ど
の
出

し
物
の
ほ
か
、
共
星
会
に
よ

る
屋
台
も
加
わ
り
、
大
よ
そ

三
百
人
の
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
大
盛
況
の
内
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三

区

「ふ
れ
あ
い
運
動
会
」

青
木
分
館
長
（三
区
）

三
区
自
治
会
は
、
三
百
四

十
四
世
帯
、
組
合
単
位
を
入

れ
た
十
六
常
会
が
三
区
で
あ

り
ま
す
。
大
き
な
行
事
は

「
お

好
み
演
芸
会
」
と

「
ふ
れ
あ

い
運
動
会
」
で
す
が
、
隔
年

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
運
動
会
の
年
。

十
月
九
日
、
雨
天
で
し
た
の

で
南
小
体
育
館
に
て
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
人
数
は
約
二

百
八
十
名
、
常
会
対
抗
戦
に

一加
え
、
紅
白
戦
を
取
り
入
れ

一白
熱
戦
で
し
た
。
種
目
は
パ

顔
が
絶
え
な
い
楽
し
い
運
動

一

会
と
な
り
ま
し
た
。

四
区
ふ
れ
あ
い
広
場

一　

　

林

分

館

長

（四
区
）

一　
九
月
二
十
五
日
、
区
民
会

一館
に
於
い
て
下
四
ふ
れ
あ
い

一広
場
が
午
後

一
時
開
会
に
て

一行
わ
れ
ま
し
た
。
前
半
は
ミ

一
二
運
動
会

・
団
結
ゲ
ー
ム

・

一紐
結
び
ゲ
ー
ム
等
お
年
寄
り

一
か
ら
園
児
、
又
公
民
館
長

・

一区
長
は
じ
め
来
賓
の
皆
様
に

一も
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

か
な
リ
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て

楽
し
い
運
動
会
で
し
た
。

後
半
は
三
時
よ
り
演
芸
会

を
行
い
ま
し
た
。
初
め
の
紅

お
～
い
茶
だ
に
／

久
保
田
分
館
長
（五
区
）

七
月
十
日
に
、
お
～
い
お

茶
だ
に
の

一
回
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
大
勢
の
人
た
ち
に
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十

時
ご
ろ
か
ら
全
員
で
ピ
ン
コ

ロ
体
操
を
し
て
体
を
ほ
ぐ
し

て
か
ら
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
コ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
に
よ
る

童
謡

・
歌
謡
曲
な
ど
懐
か
し

の
曲
を
聞
き
ま
し
た
。
今
年

二
月
に
行
わ
れ
た
萩
山
神
社

御
柱
祭
の
ビ
デ
オ
を
見
ま
し

た
。
お
い
な
ん
よ
の
会
で
作

っ

た
美
味
し
い
チ
ラ
シ
ず
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
月
に
は
高
森
ド
ー
ム
で

常
会
対
抗
で
ペ
タ
ン
ク
大
会
・

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
大
勢
の

人
た
ち
と
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

下市ロロ区ふれあい広場

一
ン
食
い
競
争

・
風
船
運
び

・
一
の
太
鼓
は
い
つ
も
場
を
盛
り

一ボ
ー
ル
リ
レ
ー

・
縄
結
び
競

一上
げ
て
頂
き
感
謝
で
す
。
漸

一争
な
ど
、
大
人
の
紅
白
玉
入

一進
会
と
小
学
生
に
よ
る
関
ジ
ャ

一れ
は
近
く
に
寄
れ
な
い
中
、　
一
二
エ
イ
ト
の
仮
装
を
し
て
の

一男
女
に
分
か
れ
た
玉
入
れ
、　
一ダ
ン
ス
も
大
変
好
評
で
し
た
。

一競
技
の
顔
は
真
剣
そ
の
も
の
、
一午
後
の
ひ
と
と
き
、
楽
し
い

一動
き
は
珍
プ
レ
ー
続
出
で
笑

一時
間
と
な
り
ま
し
た
。

マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

新
井
分
館
長
（六
区
）

下
市
田
六
区
の
行
事
の
ひ

と

つ
で
あ
る

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
を
親
水
公
園
に
お
い

て
五
月
十
五
日
０
に
行
い
ま

し
た
。
試
合
形
式
は
常
会
対
抗
戦

で
各
常
会
六
チ
ー
ム
に
よ
る

競
技
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
お

じ
い
ち
ゃ
ん

・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
お
孫
さ
ん
と
交
代
で
ボ
ー

ル
を
カ

ッ
プ
イ
ン
さ
せ
て
楽

し
そ
う
で
し
た
。

家
族
三
代
で
楽
し
そ
う
に

一
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
の

を
見
て
公
民
館
役
員
と
し
て

大
会
が
盛
り
上
が

っ
た
事
を

嬉
し
く
思
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
の
役
員
の
方
々
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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さあノノお祭りの始まりだぁ―/

柿丸君の笑顔に

子どもたちも にっこにこ○

これでボクも縄文人 |?
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地域の絆 |,呆まる
下
市
田
区
、
夏
季
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
萩
の
郷
祭

り
が
、
去
る
七
月
二
十
三
日

に
区
民
会
館
広
場
に
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

夕
方
に
な
る
と
大
勢
の
区
民

が
集
ま
り
、
お
祭
り
気
分
が

盛
り
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。

夕
方
五
時
半
よ
り
、
女
性

太
鼓
ク
ラ
ブ
紅
華
の
呼
び
込

み
太
鼓
に
よ
り
お
楽
し
み
コ
ー

ナ
ー
が
開
店
す
る
と
、
さ

つ

そ
く
様
々
な
屋
台
の
前
に
子

ど
も
た
ち
が
行
列
を
作
る
賑

わ
い
ぶ
り
で
し
た
。
開
会
式

で
は
、
芸
能
保
存
会
に
よ
り

新
し
い
獅
子
頭
が
お
披
露
目

さ
れ
る
と
、
集
ま

っ
た
人
た

ち
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声

が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

第

一
部
で
は
木
遣
り
保
存

会
に
よ
る
今
年
の
式
年
御
柱

祭
を
紡
彿
さ
せ
る
気
合

い
の

入

っ
た
木
遣
り
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
ら
の

威
勢
の
よ
い
声
に
交
じ
り
女

性
や
子
ど
も
た
ち
の
声
も
夏

の
空
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

第
二
部
は
紅
華
の
皆
さ
ん
に

よ
る
威
勢
の
良
い
太
鼓
演
奏
、

第
二
部
は
下
市
田

・
吉
田
河

原
保
育
園
の
園
児
ら
に
よ
る

可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス
、
第
四

部
は
チ
ェ
リ
ー
キ
ッ
ズ
●
プ
チ

エ
ン
ジ
ェ
ル
に
よ
る
元
気
い
っ

ぱ
い
の
ダ
ン
ス
、
第
五
部
は

各
区
に
よ
る
発
表
会
が
ス
テ

ー
ジ
上
で
行
わ
れ
る
頃
に
は
、

す

っ
か
り
日
が
暮
れ
て
夜
の

お
祭
り
気
分
も
最
高
潮
に
達

し
ま
し
た
。
第
六
部
は
育
成

会

・
保
護
者
会
に
よ
る
縄
文

の
火
お
こ
し
と
花
火
大
会
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
手
持

ち
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
盆
踊
り
、

閉
会
式
を
迎

え
、
下
井
区

長
の
締
め
の

挨
拶
で
地
域

の
絆
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

こ
の
お
祭

り
に
ご
参
加

く
だ
さ

っ
た

方
々
、
ご
協

力
頂
い
た
各

方
面
の
方
々

全
て
に
感
謝

申
し
上
げ
ま

す
。
林

記
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支あ
化 郷「

祭
り

秋
晴
れ
の
十
月
十
五
日

・

十
六
日
の
両
日
、
恒
例
の
平

成
二
十
八
年
度
、
下
市
田
区

萩
の
郷
文
化
祭
り
ふ
れ
あ
い

広
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

室
内
で
は
例
年
通
り
抹
茶

の
接
待
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第

一
展
示
室
で
は

「
下
市

田
史
談
会
」
「
下
市
田
古
文
書

研
究
会
」
に
よ
る
下
市
田
各

地
の
、
身
近
な
石
碑
や
旧
跡

の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
展
示
室
で
は

「
高
森

美
人
画
教
室
」
の
皆
さ
ん
の

十
三
点
の
作
品
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ∠ /1~1/

法
人
び
す
け

っ
と
」
の
ち

ぎ
り
絵
や
折
り
紙
の
作
品
、

大
作
の
水
墨
画
の
二
点
の

作
品
、
今
年
初
め
て
出
品

し
て
い
た
だ
い
た

「
柿
渋

の
会
」
の
柿
渋
染
め
や
藍

染
め

の
作
品
、
「
や
ら
ま

い
会
」
の
六
十
八
点
も
の

陶
芸
作
品
の
数
々
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
展
示
室
で
は
、
他

地
区
の
御
柱
の
写
真
、
風

景
や
小
動
物
や
昆
虫
を
テ
ー

マ
に
し
た
写
真
、
町
内
で

撮

っ
た
水
面
を
テ
ー
マ
に
し

平
成
二
十
八
年
度

た
写
真
、
「
下
市
田
か
な

道
会
」
の
掛
け
軸
等
の
作
口

水
墨
画
の
展
示
も
さ
れ
ま

た
。
ま
た
、
今
年
は
抹
茶

接
待
を
し

て
い
た
だ

い

「
第

一
茶
道
ク
ラ
ブ

・
下

市
田
五
区

一
期
の
会
」
か

ら
茶
道
道
具
を
出
品
し
て

い
た
だ
き
、
御
柱
の
輪
切

の
展
示
も
さ
れ
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
枝
ぶ
り
の

す
ば
ら
し
い
盆
栽
の
展
示

と
、
大
輪
の
菊
の
展
示
も

行
わ
れ
、
文
字
通
り
花
を

下
市
田
文
化
祭
」Ｉ

萩
の
郷
ふ
れ
あ
い
広
場

添
え
て
い
ま
し
た
。
出
品

数
が
や
や
少
な
く
な

っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
も
見
応

え
の
あ
る
展
示
と
な
り
ま

し
た
。
　

　

　

玉
置
記

ヽた の し 日ヽ 書

萩
の
郷

ふ
枚
あ

い
広
場

十
月
十
六
日
、
秋
晴
れ
の

も
と
、
七
十
五
歳
以
上
の
皆

様
を
お
招
き
し
て
、
平
成
二

十
八
年
度

「
萩
の
郷
ふ
れ
あ

い
広
場
」
が
区
民
会
館
に
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
前
に
は
茶
道
ク
ラ
ブ

の
方
に
よ
る
お
茶
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
心
温
ま
る
お
も
て
な

し
を
頂
き
ま
し
た
。

二
十
八
年
度
萩
山

神
社

「
御
柱
祭
」
の

映
像
上
映
と
木
遣
り

が
行
わ
れ
、
勢

い
づ

い
た
と
こ
ろ
で
開
会
式
が

始
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
ご
長
寿
の
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
喜

寿

・
米
寿

・
卒
寿
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
、
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

祝
宴

・
昼
食
と
な
り
午

後
の
部
の
舞
台
発
表
と
な

り
ま
し
た
。
「高
森

ニ
ュ
ー

サ
ウ
ン
ズ
」
に
よ
る

「
高
校

三
年
生
」
な
ど
馴
染
み
の
深

い
曲
に
会
場
か
ら
は
拍
手
が

起
こ
り
ま
し
た
。

続

い
て

「
な
な

つ
星
」
に

よ
る
篠
笛

の
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
プ

ロ
ジ

エ
ク

ロ）

タ
ー
と
の
組
合
わ
せ
が
篠

一

笛
の
音
を
引
き
立
て
て
い

ま
し
た
。

次

に

「
ル
ア
ナ
」
に
よ

る
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
す
。
華

や
か
な
衣
装
に
テ
ン
ポ
の

よ
い
ダ
ン
ス
で
会
場
が
賑

わ

い
ま
し
た
。

そ
し

て

「
柿
楽
会
」
が

「
伊
那
谷
生

ま
れ
の
市
田
柿
」
「
市
田
柿

音
頭
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

祝
宴
の
最
後
は
、
参
加

者
全
員
で

「
も
み
じ

・
青

L__.

い
山
脈

・
信
濃
の
国
」
を
合

唱
し
、
長
寿
の
皆
さ
ま
の
末

永
い
健
康
を
祈
念
し
な
が
ら
、

終
宴
と
な
り
ま
し
た
。
小
高
記

漏‖Lみ

ピ
／
デ
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1消防ふれあい広場 |

を
着
て
ホ
ー
ス
か
ら
水
が
出

る
の
を
楽
し
そ
う
に
し
て
い

る
子
が
多
く
、
私
た
ち
も
や

り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
乗
車
体
験
で
は

乗

っ
た
方
に
火
災
予
防
の
広

報
文
を
読
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。
区
域
内
の
方
に
ご
負
担

を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

火
事
の
起
こ
り
や
す
い
季
節

に
な
る
事
も
あ
り
、
参
加
者

だ
け
で
な
く
区
域
内
の
方
々

体
験
」
「
煙

ハ
ウ
ス
体
験
」
等

の
防
火
意
識
を
高
め
火
災
の

を
用
意
し
ま
し
た
。
防
火
服

無
い
下
市
田
を
守

っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。
消
火
器
体
験
で

は
水
消
火
器
を
使

っ
て
離
れ

た
的
に
当
て
る
な
か
で
消
火

一

器
の
使
い
方
を
子
ど
も
達
だ

一

け
で
な
く
保
護
者
の
方
に
も

一

覚
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

一

た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、

、ノ
´｀、ノ

・
・
　

今
年
も
萩
の

順
郷
文
化
祭
り
の

脚
初
日
に
「消
防

藤
い
ふ
れ
あ
い
広
場
」

長

が
、
盛
況
の
う

綱
ち
に
執
り
行
う

，

こ
と
が

で
き
ま

鋼
し
た
。

団第．　火一に一嗣一着‐ま「姉

訪
水
体
験
」「乗
車

体
験
」
「
消
火
器

■

ご
家
庭
の
消
火
器
で
練
習
す

る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
来
年
も
是
非
来
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

煙

ハ
ウ
ス
で
は
煙
の
充
満

し
た
テ
ン
ト
に
入

っ
て
火
災

時
の
視
界
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
先
が
見
え
な
い

状
態
で
歩
く
の
は
と
て
も
難

し
く
火
災
時
の
避
難
が
大
変

な
も
の
で
あ
る
と
体
験
し
て

環
境
衛
生
委
員
の
活
動
報

告
を
い
た
し
ま
す
。

日
頃
は
下
市
田
区
民
の
皆

様
に
は
資
源
ご
み
の
分
別
収

集
、
ご
み
ゼ

ロ
運
動
等
に
ご

理
解
ご
協
力
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
み
ゼ

ロ
運
動
に
お
き
ま

し
て
も
、
拾
い
集
め
る
ご
み

の
数
も
年
々
減
少
し
て
お
り

ま
す
。　
一
人

一
人
の
環
境
意

識
が
向
上
し
て
い
る
と
実
感

し
ま
す
。

過
日
、
町
の
環
境
保
全
委

も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
消
防
ふ
れ
あ
い
広

場
と
し
て
場
を
設
け
て
く
れ

た
下
市
田
区
と
、
お
越
し
頂

い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
地
域
の
方
々

に
理
解
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
消

防
団
で
あ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

緒
に
な

っ
て
分
別
や
荷
下
ろ

し
を
す
る
な
ど
地
域
に
よ
り

立
当
番
の
活
動
の
担
う
役
割

が
違

っ
て
い
る
事
。
近
隣
市

町
村
で
は
、　
一
部
の
資
源
ご

み
を
除
き
、
立
当
番
は
数
名

も
し
く
は
い
な
い
場
合
も
あ

る
事
。
立
当
番
が
大
勢
い
る

こ
と
に
よ
り
、
抵
抗
感
を
感

じ
る
と
の
意
見
も
あ
る
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
分
別
収
集
は
定
着

し
て
お
り
、
ご
み
分
別
収
集

へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
思

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

地
区

・
自
治
会
の
負
担
を
簡

素
化
す
る
た
め
に
、
出
原
区

に
お
い
て
資
源
ご
み
収
集
の

立
会
い
の
廃
止
や
見
直
し
た

場
合
の
影
響
を
確
認
す
る
た

五
区
の
紹
介
　
　
はぎに計嘱銭硼絃稲躊

五
区
自
治
会
長
　
　
　
こ
の
二
つ
の
会
は
自
治

福

沢

嘉

言

会
員
全
に
の
交
流‥
の
場
で‐

五
区
に
は
幾

つ
か

あ
る

「
お
～
い
お
茶
だ
に
」

の
宝
物
が
あ
る
。
そ

や
自
治
会
の
各
イ
ベ
ン
ト
に

の

一
つ
は

「
お
い
な

積
極
的
に
参
加
を
頂
き
助
か

ん
よ
の
会
」
で
あ
る
。
　
っ
て
い
る
。

毎
月

「
お
い
な
ん
よ
」
　

ま
た
、
若
者
で
結
成
し
た

と
い
う
サ
ロ
ン
を
開

「
双
葉
会
」
も
あ
る
。
自
治

田
委
員
会
活
動
報
告
　
　
　
躙
韻
絵
い
場
］
”、¨

椰
　

環
境
衛
生
委
員
長

赤

羽

目

善

彦

帥
餅
臓
製
鵜
村

・ た

催
し
、
茶
話
会
や
昼
食
等
で

皆
が
集
う
場
を
設
け
て
、
多

く
の
高
齢
者
等
に
喜
ば
れ
て

い
る
十
人
を
超
え
る
元
気
な

女
性
達
の
会
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
地
元
の
耕
作

放
棄
地
を
活
用
し
蕎
麦
や
大

豆
の
栽
培
で
汗
を
流
し
、
自

分
達
で
打

っ
た
蕎
麦
で

一
杯

傾
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る

「
五
ん

べ
ぇ
倶
楽
部
」

め
モ
デ
ル
地
区
に
し
、
今
年

の
十
月
か
ら
来
年
二
月
ま
で

実
施
す
る
そ
う
で
す
。

内
容
は
、
立
会
人
員
の
減

員
、
立
会
者
は
分
別
に
困

っ

た
方

へ
の
助
言
を
主
と
す
る

こ
と
、
荷
下
ろ
し
は
出
さ
れ

る
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
を

基
本
に
す
る
等
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、　
一
人

一

人
の
環
境
に
対
す
る
意
識
が

大
切
と
感
じ
ま
す
。

会
活
動
を
若
者
の
ア
イ
デ
ィ

ア
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い

る
宝
の

一
つ
だ
。

地
域
の
中
で
安
心
で
豊
か

に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
世
代

間
を
通
し
て
交
流
が
図
ら
れ
、

老
若
男
女
の
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
が
大
切
だ
。
そ
の

た
め
に
も
、
も
う
幾

つ
か
の

宝
物
を
探
し
、
年
二
回
開
催

す
る

「
お
～

い
お
茶
だ
に
」

を
通
じ
て
そ
の
実
現
を
図

っ

て
い
き
た
い
。

「おいなんよの会」と「五んべぇ倶楽部」
による 蕎麦の振る舞い
(今年の御柱祭、 5区会館前)
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の
平
均
を
上
回
る
点
数
を
取

ら
せ
よ
う
」
と
対
策
を
立
て

る
と
い
う
よ
う
に
、
関
係
者

の
責
任
感
を
刺
激
し
、
子
ど

も
た
ち
を
点
数
稼
ぎ
に
追
い

ン
ク
付
け
す
る
風
潮
は
批
判

立
て
か
ね
ま
せ
ん
。

も
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
〈
「
　

子
ど
も
た
ち
は
日
々
心
身

日
の
そ
れ
は
そ
れ
ら
を
元
に

共
に
成
長
し
て
い
て
、
不
安

「
競
わ
せ
る
」
と
い
う
意
図

定
さ
を
持
ち
な
が
ら
も
将
来

‐
　

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
　
に
夢
を
抱
い
て
い
ま
す
。　
一

子
ど
も
の
学
力
や
体
力
が
　
に
異
様
さ
を
感
じ
ま
す
。
国

面
的
な
点
数
に
翻
弄
さ
せ
ら

取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
が
都
道
府
県
別
の
結
果
を
公

れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

こ
こ
十
年
ほ
ど
は
以
前
と
比

表
す
る
と
、
県
は

「
全
国
の

も
た
ち
に
は
、
友
達
と
た

っ

教
育
環
境
に
つ
い
て
　
　
は旅』賭帥期肺

思
う
こ
と
　
　
　
　
　
，か
在
曲
と
つ́
す
。‘

四
区

木

村

典

雄

　

以
前
か
ら
、
点

ｉ／

数
や
偏
差
値
で
子
ど
も
を
ラ

中

で
よ
い
順
位
を
」
と

目
標
を
掲
げ
、
市
町
村

は

「
県
の
平
均
を
超
え

る
よ
う
に
」
と
求
め
、

各
学
校
は

「
全
国
や
県

簡
素
な
道
具
で
稽
古
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
稽
古
が
進

む
に
つ
れ
茶
道
具
は
増
え
て

き
ま
し
た
。

文
化
祭
で
の
接
待
の
行
事

は
稽
古
を
始
め
て
未
だ
お
手

前
が
身
に
つ
か
な
い
頃
か
ら

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
抹
茶
に
親
し
ん
で
頂

き
有
難
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
初
め
て
の
方
、

い
つ

も
お
会
い
し
て
い
る
方
と
、

お
茶
を
お
運
び
し
て
ひ
と
言

ぶ
り
遊
び
、
家
族
に
愛
さ
れ
、

本
当
の
こ
と
を
学
ぶ
面
白
さ

を
感
じ
な
が
ら
、
健
や
か
に

賢
く
育

っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

年
が
経

つ
に
つ
れ
仲
間
が

減
り
、
体
力
も
衰
え
て
、
公

民
館
部
員
の
方
の
応
援
を
頂

い
て
の
行
事
に
な

っ
て
し
ま

い
、　
一
椀
の
お
茶
に
想
い
を

込
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
り

ま
し
た
。

で
も
、
お
茶
と
お
菓
子
を

頂
い
た
時
の
あ
の
気
持
ち
を

味
わ
え
る
行
事
を
、
萩
の
郷

に
続
い
て
欲
し
い
と
切
に
願

っ

て
お
り
ま
す
。

″
お

茶

″

五
区

伊
奈
川

京

子

度
自
主
練
習
を
し
た
　
ふ
た
言
お
話
が
出
来
、
懐
か

期
間
も
あ
り
ま
し
た
。　
し
さ
と
悦
び
を
感
じ
、
楽
し

茶
道
ク
ラ
ブ
は
昭
和
五
十

年
に
公
民
館
の
音
頭
で
お
茶

を
習
い
た
い
人
が
集
ま
り
、

中
島
詔
平
先
生
を
師
に
始
ま

り
ま
し
た
。
稽
古
は
月
に

一

回
先
生
の
御
指
導
で
し
た
が
、

意
欲
に
燃
え
て
月
に
も
う

一

九
月
五
日
、
台
風
１２
号
接

近
の
ニ
ュ
ー
ス
を
横
目
に
見

な
が
ら
出
発
し
た
。
最
初
の

見
学
は
期
待
の
ビ
ー
ル
エ
場

見
学
で
あ
る
ｃ
二
五
Ｏ

ｃｃ
ア

ル
ミ
缶
が
三
千
百
年
分
が
入

る
巨
大
タ
ン
ク
に
圧
倒
さ
れ

る
。
見
学
後
の
試
飲
ビ
ー
ル

が
美
味
し
か

っ
た
／
が
、
発

泡
酒
税
を
値
上
げ
す
る
と
い

う

「
弱

い
者

い
じ
め
」
政
策

を
思
い
出
し
、
違
う
苦
さ
が

湧
く
。
午
後
の
見
学
は
伊
勢

神
宮
、
外
宮

・
内
官
に
参
詣

す
る
。
五
月
の
Ｇ
７
伊
勢
志

摩
サ
ミ

ッ
ト
で
首
脳
た
ち
が

並
ん
だ
石
段
で
立
ち
ど
ま
る
。

次
に
二
見
が
浦
に
行
く
。
海

め

お

と

に
浮
か
ぶ
夫
婦
岩
に
向
か

っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
幸
せ
を
祈
る
。

今
夜
の
宿
泊

「
海
女
と
漁
師

の
ま
ち
」
の
ホ
テ
ル

ヘ
向
か

う
。
眼
前
に
は

「
わ
が
庭
は

眼
の
前
の
千
鳥

ヶ
浜
」
が
無

限
に
広
が
り
、
山
育
ち
に
は

海
は
最
高
の
癒
し
で
あ

っ
た
。

翌
日
は
賢
島
に
あ
る
マ
ン

ボ
ウ
で
人
気
の
水
族
館

「
志

摩

マ
リ
ン
ラ
ン
ド
」
を
見
学
、

古
代
魚

・
化
石
展
示
室
に
は

阿
南
町
か
ら
の
化
石
を
見
る
。

次
は
昼
食
を
兼
ね
海
女
小
屋

業驀恭深業*恭

想
定
外
の
風
雨

副
区
長
杉

田
洋

一
へ
向
か
う
。
獲
れ
た
ば
か
り

の
ア
ワ
ビ
な
ど
を
炭
火
焼
き

で
い
た
だ
く
。
こ
れ
ま
た
ビ
ー

ル
が
美
味
い
。
ガ
イ
ド
さ
ん

は
昨
年
と
同
じ
松
澤
り
か
さ

ん

（
下
市
田
在
）
、

ク
イ
ズ

（難
読
地
名
―
相
差

・
英
虞

湾

・
賢
島
な
ど
）
も
用
意
し

て
く
れ
、
よ
く
と
お
る
声
は

御
柱
で
の
木
遣
り
の
鍛
え
で

あ
ろ
う
。
歴
史

・
政
治

・
地

理
、
実
り
多
い
研
修
旅
行
で

あ

っ
た
。

清
水
迪
夫
記

米驀米*米米米

で
集
計
が
出
来
、
町

の
対
策
本
部

へ
報
告

今
年
も
各
地
で
自
然
災
害

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
住

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
民
数
三
千
四
百
七
十
五
名
、

気
候
変
動
に
よ
る
記
録
的

避
難
者
数
千
三
百
六
名
で
し

大
雨
、
そ
の
た
び
に
耳
に
す

た
。
「有
備
無
患
」

る
言
葉
が
想
定
外
と

言
う
言
葉
で
す
。

い

つ
・
ど
こ
で

・
ど
ん

な
災
害
に
見
舞
わ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
の
為
に
今

年
度
も
防
災
訓
練
が

全
町

一
斉
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
下
市
田
区

で
は
、
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
て
安
否

確
認
訓
練
を
実
施
し
、

目
標
の

一
時
間
以
内

Ｔ
市
田
区
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
一
臓
・

災
害
対
策
本
部

】『

■

■
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０
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ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
自
組
の

応
援
団
長
を
や
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
の
優
勝
旗
返
か
ん

の
時
は
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け

ど
、
練
習
の
時
の
よ
う
に
で

静Ｅ
し　
」
Ｊ
・
ヽ
＾ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
き
て
良
か

っ
た
で
す
。　
練
習
し
た
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

漣
粍
韓
瀬
蒼
太
（六区）
崚̈
轍翼
鑓
つん
邸
鮮
ば諄
就
〆

小
学
校
最
後
の
運
動
会
で
　
フ
が
あ
っ
た
け
ど
、
全
部
ち
ゃ

が
あ
り
ま
し
た
。
成
功
す
る

し
た
。
前
の
日
も
雨
が
ふ

っ
　
ん
と
言
え
て
良
か
っ
た
で
す
。　
か
な
あ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
―

て
グ
ラ
ン
ド
に
水
が
あ

っ
た
　
エ
ー
ル
交
か
ん
は
、
い
っ
ぱ
い

と
、
少
し
不
安
に
な
り
ま
し

の
で
、
朝
学
校
に
行

っ
て
、
　
　
バ

ド

ミ

ン
ト

ン
南

」に
大

ヘ
バ

″
″
ン
耐
癬
醐
酵
「酪
れ
醜
　
ノ

小
六
松
島‐
日
己
ノ一一一区）

わたしの作文

ば<の作文
て
良
か

っ
た
で
す
。
け

っ
こ

う
開
会
式
で
き
ん
ち
ょ
う
し

た
け
ど
だ
い
ぶ
よ
く
な
り
ま

し
た
。
南
小

エ
ー
ル
も
、
セ

リ
フ
を
間
違
え
な
い
よ
う
に

気
を

つ
け
ま
し
た
。
う
ま
く

い
っ
た
の
で
よ
か

っ
た
で
す
。

応
援
合
戦
も
け

っ
こ
う
セ
リ

て
る
と
い
い
な
―
と
思

っ
た
け

ど
負
け
ま
し
た
。　
つ
な
引
き

は
練
習
の
時
は
勝

っ
た
か
ら
、

勝

て
る
か
な
と
思

っ
た
け
ど

負
け
て
、
く
や
し
か
っ
た
で
す
。

得
点
種
目
の
時
の
応
援
も
、

し

っ
か
り
で
き
た
の
で
よ
か

っ

た
で
す
。
最
後
に
組
体
そ
う

た
。
走

っ
て
行

っ
て
、
並
ん

で
六
年
生
い
く
ぞ
１
／

っ
て

言
え
良
か

っ
た
で
す
。　
一
番

不
安
だ

っ
た
の
は
、
飛
行
機

で
し
た
。
や

っ
て
み
た
ら
練

習
の
時
よ
り
も
、
し

っ
か
り

で
き
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

あ
と
、
肩
と
う
立
や
サ
ボ
テ

ン
も
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。

い
っ
ぱ
い
練
習
を
し
て
よ
か
っ

た
―
と
思
い
ま
し
た
。
最
後

に
は
、
成
功
し
た
の
で
み
ん

な
で
、
ぼ
う
し
を
投
げ
れ
て

う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

し
ま
い
、
初
戦

敗
退
で
し
た
。

八
月
二
十
八
日
、
ス
ポ
ー
　
　
ンヽ
ン
グ
ル
ス
は
い
き
な
り

ツ
少
年
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

優
勝
候
補
の
強
い
相
手
と
当

南
信
大
会
が
、
上
郷
体
育
館

た

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ダ

と
高
陵
中
学
校
体
育
館
で
あ

ブ
ル
ス
で
負
け
た
シ
ョ
ッ
ク

リ
ま
し
た
。
試
合
は
、
ダ
ブ

も
あ
り
、
順
番
待
ち
の
席
で

ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
共
に
、
　

一
人
で
緊
張
し
て
い
る
と
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の
勝
ち

ゆ

っ
き
―
と
う

っ
ち
―
が
来

抜
き
で
す
。

ダ
ブ
ル
ス
は
、
北
林
幸
弥

君
と
ペ
ア
を
組
み
ま
し
た
。

相
手
は
伊
那
の
チ
ー
ム
で
、

背
が
高
く
て
と
て
も
同
じ
六

年
生
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
大

き
く
て
、
強
そ
う
に
見
え
ま

し
た
。
僕
た
ち
も
い
ろ
い
ろ

作
戦
を
考
え
た
け
ど
、
あ

っ

け
な
く
ニ
セ
ッ
ト
取
ら
れ
て

て
肩
を
も
ん
で
く
れ
た
り
、

冗
談
を
言

っ
た
り
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
く
れ
た
り
し
た
の
で

少
し
気
分
が
楽
に
な
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
勝
て
る
わ
け

も
な
く
ス
ト
レ
ー
ト
負
け
だ
っ

た
け
ど
、
優
勝
候
補
相
手
に

十

一
点
取
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
満
足
で
す
。

次
の
機
会
が
あ

っ
た
ら

一

セ

ッ
ト
で
も
取
ら

て
や
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

結
局

一
つ
も
勝
て
ず
に
終

わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

二
月
の
南
信
大
会
で
は
ダ
ブ

ル
ス

・
シ
ン
グ
ル
ス
共
に

一

試
合
で
も
勝
て
る
よ
う
に
練

習
を
も

っ
と
頑
張
り
た
い
で

す
。

一獅
子
頭
の新
調
とご
披
露一　
一鰤詢鉢は一型．一猜̈織政

一
　

　

保
存
会
幹
事
長

牧

島

寿

明

『
書
は
安
養
寺
の
ご
住

さ
る
七
月
二
十
三
日
の
萩

職
、
松
岡
泉
岳
様
に
書
い
て

の
郷
祭
り
に
お
き
ま
し
て
、
　
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
製
作
費

新
調
し
た
獅
子
頭
を
区
民
の

用
は
町
の
産
業
企
画
課
の
奨

皆
様
に
ご
披
露
す
る
機
会
を

め
で
申
し
込
ん
だ
宝
く
じ
補

頂
き
、
製
作
過
程
の
写
真
を

助
金
に
採
択
さ
れ
賄
う
事
が

見
な
が
ら
、
多
く
の
方
々
に

出
来
ま
し
た
。
皆
様
の
お
力

間
近
で
見
て
頂
く
事
が
で
き

添
え
を
得
て
、
本
当
に
素
晴

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
い
物
が
で
き
上
が
り
ま

こ
の
獅
子
頭
は
岐
阜
県
高

し
た
。
感
謝
致
し
ま
す
。

山
市
の
彫
師
、
若
林
繁
夫
様

　

来
年
二
月
の
春
祭
り
に
は

の
手
に
よ
り
作
製
さ
れ
ま
し
　
こ
の
新
し
い
獅
子
頭
が
舞
い

た
。
初
代
の
獅
子
頭
を
モ
チ
ー

ま
す
。
春
の
陽
を
受
け
て
輝

フ
に
八
五
セ
ン
チ
の
桐
の
切

く
頭
が
勇
壮
に
舞
う
姿
を
、

株
か
ら
彫
り
込
み
形
造
ら
れ

是
非
多
く
の
区
民
の
皆
様
方

ま
し
た
。
仕
上
げ
は
輪
島
の
　
に
も
見
に
来
て
頂
け
ま
す
様

漆
塗
り
、
髪
の
毛
に
は
馬
の

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

毛
を
、
目
に
は
真
鍮
の
板
が

は
め
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

獅
子
頭
を
収
納
す
る
箱
は

二
区
の
大
石
俊
次
様
に
同
じ

一編
一日
偽
圏

今
年
も
異
常
気
象

・
自
然

災
害
が
続
い
て
い
る
な
か
、

当
萩
の
郷
に
お
い
て
は
、
春

の
御
柱
祭
に
始
ま
り
、
夏

・

秋
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
好

天
に
も
恵
ま
れ
楽
し
く
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
区
民
の

皆
様
の
多
く
の
参
加
ご
協
力

に
感
謝
致
し
ま
す
。

尚
先
の
ふ
れ
あ
い
広
場
で

上
映
さ
れ
ま
し
た

″萩
山
神

社
式
年
御
柱
祭
″
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
支
館
で
貸
し
出
し
ま
す
。

轟
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